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 衣替えも済みすっかり秋めいてきた今日この頃ですが、みなさまいかがお過ごしでしょうか。 

9 月の活動内容は、9 月 5 日開催の部会シーズン第 1 号の六甲部会訪問に始まり、名古屋ＹＭＣＡが主

管した「全国リーダー研修会」のワイズサポート。そして中部のメインイベント「第 19 回 中部部会」で

す。12 日開催の阪和部部会と 19日開催の中西部部会は、他のスケジュールとのバッティングで参加でき

ませんでした。時系列で報告いたします。 

 

○部会訪問（六甲部部会） 

2015 年 9月 5 日（土）ホテル北野プラザ六甲荘にて六甲部部会

が開催されました。予定になかったメネット会からの参加でした。

６５名の参加者を得て東日本大震災支援をテーマに３人のスピー

カーが講演されました。特に「福島原発事故の健康相談に関わって」

との山崎智行氏の講演で、チェルノブイリと福島の事故後の対応の

違いは大きな驚きでした。 

部会講演では、神戸ＹＭＣＡ中道基夫理事長の「ＹＭＣＡブラン

ドの再生」という研修会形式のお話は、全国のＹＭＣＡへの大きな

テーマであるとともに、我らワイズメンもブランド再生は同じであ

るということを感じました。そして自閉症児でありながら絶対音感

を持つ息子との中村親子のピアノ連弾コンサートは聞く者を魅了

しました。そして帰りの新神戸駅までの名物急登坂は、シニア世代

にはしんどかった。 

 

○全国リーダー研修会開催とそのサポートについて 

 2015 年 9 月 19 日（土）～22 日(祝火)名古屋ＹＭＣＡ御岳・日

和田キャンプ場にて、名古屋ＹＭＣＡ主管で「第 46 回全国リーダ

ー研修会」が開催されました。テーマは「種をまこう～どえりゃ

あ花さかせやーよ」。120 名のリーダー・スタッフ・サポーターが

３泊４日で日和田キャンプ場に集結しました。 

名古屋地区ワイズメンズクラブは名古屋ＹＭＣＡからの支援要

請に応えるべく、給食サポートとキャンプソングサポートに名乗

りを上げました。名古屋クラブはキャンプソングサポートにギター演奏者を。名古屋東海クラブは給食の
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「名古屋めし（五平餅）」をサポート。名古屋グランパスクラブは

「名古屋めし」と共に３泊４日の給食全般をサポート。現地参加

できなかったクラブからもバックアップしていただきました。 

実行委員会にて綿密なサポート計画を立案。メニューの考案か

らレシピ作成と大量食材の調達を経て日和田に乗り込んだワイズ

メン。リーダー達の朝食時間に間に合わせるため超早起きから、

夕食後片付け後の打合せ等々精力的なサポートが続きました。 

ワイズメンだけの食事サポート体制に、当初は大きな不安があ

りましたが、日頃の交流関係者から「ちゃんねぇ支援隊」を確保

できたこと。ワイズメンバーの食品関係プロ作成によるレシピ＆

食材調達詳細数量表を得たことで、気持ちが解放されて一気に実

行に移せたと思われます。そしてＹＭＣＡスタッフは全リー研に

専念でき、大きな成果が得られたことと思います。西日本区から

もＹサ・ユース支援が得られたことに感謝致します。      

○中部部会開催 

2015 年 9月 26 日（土）名古屋市公館に於いて第 19 回中部部会

が開催されました。日頃は一般公開されていない公館は、年２日

だけ抽選公開される内の幸運の一日を確保できたのです。 

部会に先立ち合同メネット会では、遠藤メネット事業主任の活

動方針「東日本大震災支援」を受けて、福島からの被災者でめぐ

りあいの会副代表の高橋貴子さんの講演は、避難された被災者の

生の声として私たちの心に響きました。 

部会の講演では、東日本大震災直後から日本赤十字社から現地

派遣され、書を通じて現地の子供たちの心のケアを行ってきた矢

野きよ実さんのお話を伺いました。子どもたちが心で書いた書の

迫力に心奪われ、忘れてはいけない、まだまだ続けなければなら

ない被災地支援を実感しました。懇親会では各方面より参加され

たワイズメン各位との意見交換等有意義な時間を過ごすことが

出来ました。ホストクラブのバックアップに感謝致します。 

 

 

☆第 19 回  西日本区大会    開催日：2016 年 6 月 25 日（土）～26 日（日） 

会 場：松下ＩＭＰホール  懇親会会場：ホテルニューオオタニ大阪 


